
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やはり問われる情報リテラシー 
                                     GIGA推進担当 戸松 豊 

 
最近ではChatGPT（人口知能、生成AI）の存在が、教育の世界でも議論の対象になっています。文部科学省が進

める「GIGAスクール構想」により、令和３年度から札幌市でも児童1人1台のクロームブックと通信ネットワーク

の環境が整備され、日常的に学習等で使用することになりました。小学校では、クロームブックの基本的な操作の仕

方を身に付けることに重点が置かれますが、いずれ近い将来にChatGPTを学習の場面で活用する場面も出てくるは

ずです。そのためには子どもたち自身が情報リテラシー（情報を適切に判断し、情報に基づいて意思決定を行う能力）

を高めていく必要があります。 

 今回この文章を書くにあたり、ChatGPT に次のような質問を敢えてしてみました。「小学校で ChatGPT をどの

ように活用できますか。」と聞いたところ、以下のような答えが返ってきました（一部省略しています）。 

 

一瞬でこのような返答があり、内容を見ると驚かさ

れてしまいます。いろいろな場で現在言われている内

容が瞬時にまとめられているからです。インターネッ

ト上の多くの情報から質問内容に対して答えとして一

見妥当なものがうまく整理されている、と言えます。 

しかし、こうして出された答えは当然のことながら

鵜呑みにはできません。内容に適、不適があり、条件や

文脈の補足が必要になります。英語学習の相手、クイズ

やゲームの作成にツールとして活用することは、

ChatGPTは役に立ち、適しています。一方で、答えに

ある「補助」や「サポート」「手助け」は、実際には「安

易に答えを教えたり、代わりに作文をしたりする」こと

につながる懸念があります。答えだけを簡単に求め、子どもたち自身で考えることがなくなる恐れが十分にあります。 

小学校では、日々の学習における作文や調べ学習を通して「思考・判断・表現」する力の基礎・基本を身に付けてい

きます。考える力を毎日の授業を通して一歩一歩身に付けていくことが大切であり、それが将来大人になっていった

ときに物事を判断する力となっていきます。個別最適・協働的な学びの充実が、GIGA構想では要となります。子ども

一人一人が知りたいことを自分で判断しながら主体的にインターネット情報などを活用し、仲間と一緒に協働的に学

びを高めていくことにつながらなければいけません。それを実現するための場を適切に設定することが学校には求め

られることになります。したがって、小学生が情報を適切に利用するためには、学校や家庭での大人側からのサポー

トがとても大切になります。 

子どもたちのクロームブックを操作する様子を見ていると、驚くほど慣れるのが早いです。発表に使うスライドの

作成も自分たちで操作しながら機能を試していきます。また、Canvaなどでポスターのデザインなども上手にこなし

ています。どのような時にどのようにして情報機器や情報環境を活用していくかを学校側は常に考えていく必要があ

ります。子どもたち自身も情報機器との付き合い方を身に付け、判断力を高めていかなければいけません。 

高学年では宿題や課題のためにクロームブックを持ち帰る場面があるかもしれません。クロームブックをはじめと

する情報機器の活用の仕方、内容に対する判断の仕方などをご家庭でも話題にしていただけると幸いです。 
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花言葉は・・・見守る 

Prudence 

札幌市立新陽小学校 

小学校でChatGPTを活用する方法はいくつもあります。

いくつか具体例を挙げますね： 

１． 作文や文章の補助 

２． 調べ学習のサポート 

３． 英語学習の相手 

４． クイズやゲーム作成 

５． 個別学習の補助 

６． プログラミング学習の手助け 

ただし大事なのは、子どもだけで使わせず、先生や保護

者がきちんと見守ることです。誤った情報を受け取った

り、質問の仕方がうまくいかないと正しい答えが得られ

ないことがあるからです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

       

  

 
  

 

 

   

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １日（日）運動会予備日 
 ２日（月）振替休業日 
 ３日（火）すいえいカード配付 
      レバンガ北海道出前授業（６年） 
      <２年生５時間授業> 
 ４日（水）全校朝会② 委員会④ 
 ５日（木）校区探検(２年) ＳＣ来校 
      内科検診（１～３年,ひまわり） 

<２年生６時間授業> 
 ６日（金）避難訓練②（不審者対応） 
      水泳カード回収締切 
 ９日（月）歯みがき大会（５年） 
      若木っこタイム①（～１３日） 
１０日（火）札教研春の全市集会 
      諸費引落日（再） 
１１日（水）クラブ② 尿検査（第２回） 
１２日（木）耳鼻科検診（１,４年） 
１３日（金）参観懇談（５,６年,ひまわり） 
１６日（月）若木っこタイム②（～２０日） 
１７日（火）参観懇談（１,２年） 
      避難訓練③（地震） 
１８日（水）クラブ③ ＳＣ来校 
１９日（木）内科検診（４～６年） 
２０日（金）参観懇談（３,４年） 
２４日（火）尿検査（第３回） 
２６日（木）青少年科学館見学（４年、弁当必要） 

修学旅行１日目(６年、弁当必要) 
２７日（金）修学旅行２日目（６年） 
３０日（月）諸費引落日 

～水泳学習について～ 
６月１１日（水）より、水泳学習が始まります。今年度は、体

育専科指導教員、担任以外に、サンプラザスイミングスクー
ルよりボランティアの申し出があり、水泳学習にご協力してい
ただくことになりました（保護者のボランティアは、今年度は
募集しておりません）。 
ボランティアの方には技術面の指導をしていただき、指導

の計画や評価は体育専科指導教員や担任が行うことになり
ます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

～参観懇談について～ 
子どもたちのがんばる姿をご覧ください。 

授業参観 １３時１５分～１４時００分 
  学級懇談 １４時１５分～ 

運動会は ５月３１日（土）に午前日程で行います。 
当日は本校グラウンドで個人種目の短距離走と表現、団体競技をブロック（低・中・高）ごとに行います。

そのため、当日の登校は昨年同様、ブロックごとの時差登校となります。詳しい内容、時間については先日
配付しました「運動会に関わるお知らせ」をご確認ください。 
また、天候によっては、競技が中断されることもあるかと思いますが、運動会当日は全校児童が登校する

ことになりますのでご理解ください。 
※当日の観覧は、立ち見です。椅子や敷物等の持ち込みはできませんが、長時間の立ち見が難しい場合は 
ご相談ください。 

※当日、気温が低い場合はジャンパーを着るなど、温かい服装でお子様が登校するようにしてください。 

～札教研春の全市集会～ 
６月１０日(火)は、午後から市内小学校の教職員の研修
があるため、４時間授業となり、給食後１３時１０分頃下校と
なります（公開授業実施学級は５時間授業、１４時３０分頃
下校）。下校後の時間を安全に過ごすことができるよう、お子
様とご確認ください。また、本校が会場校になるため、学校へ
の電話は１４時３０分より市教委へ転送となります。来校者の
車が玄関前に停まるので、放課後のグラウンド使用もできま
せん。お子さんとご確認ください。また、通常の参観日とは異
なり、保護者の皆様は授業を見ることはできませんので、ご
了承ください。 
公開授業実施学級 
１年１組 石田学級（道徳） 
２年１組 小畑学級（算数） 
３年１組 武藤学級（国語） 
４年１組 成瀬学級（音楽） 
５年２組 髙橋学級（道徳） 
６年３組 阿部学級（社会） 
ひまわり学級 １・２年 伊藤・葉佐学級（図工） 

～水筒の持参について～ 
水筒の持参は自由です。持ってくる場合、 

中身は水またはお茶を入れてください。ひもがな
い水筒を持ってくる場合、袋に入れて机の横に
かけるようにお願いします。落下による破損防止
になり、床に置くより衛生的です。 
※運動会では、スポーツドリンクを持たせても 
かまいません。 

◎朝の段階で中止・延期の場合 
 全校児童は登校せず、翌日の１日（日）に登校し運動会を実施します。そのため、３１日（土）は通
常の週休日になり、２日（月）が振替休業日になります。１日（日）も雨の場合は、月曜日が弁当持参
の５時間授業となり、平日開催となります。 
 
◎競技途中で中止・延期の場合 
 一部学年が競技を実施した後、荒天になった場合でも、全校児童が登校になります。競技ができない
場合は以下の時間帯に学校で学習をします。そのため全校児童は２日（月）が振替休業日となります。
各ブロックの運動会が途中で中止になる場合は、すぐーると学校ホームページでお知らせします。 
🔶１・２年生→ 8:40～9:40 🔶３・４年生→10:10～11:10 🔶５・６年生→11:35～12:35 

～グラウンド使用について～ 
放課後や週休日等に、少年団がグラウンドを使用している

ことがあります。使用申請書を提出して正式にグラウンドを使
って練習しているものです。その時には、安全面からその少年
団しかグラウンドを使用できません。また遊具の使用につい
ても基本的にはボール等が飛んできて怪我をすることも考え
られますので、ご使用を控えてください。（何があっても自己
責任となります）ご協力ください。 


